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た
け
だ
良
介
参
院
比
例
候
補

―
東
海
４
県
で
市
議
選
応
援 

来
年
の
参
院
選
比
例
代
表
の
た
け

だ
良
介
候
補
が
20
日
、
静
岡
・
富
士
宮

市
、
21
日
、
愛
知
・
一
宮
市
、
豊
橋
市
、

22
日
、
三
重
・
四
日
市
市
（
写
真
左
）
、

23
日
、
岐
阜
・
高
山
市
、
中
津
川
市
で

各
候
補
者
の
勝
利
を
訴
え
ま
し
た
。 

発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
す
る
「
イ
ン

シ
デ
ン
ト
」
と
判
断
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
そ
れ
で
は
監
督
責
任
が

果
た
せ
な
い
。
現
場
の
調
査
を
含
め
、

権
限
を
強
め
る
べ
き
だ
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。 

 

本
村
氏
は
ま
た
、
今
月
３
日
に
起
き

た
青
函
ト
ン
ネ
ル
内
の
発
煙
で
は
、
地

上
へ
の
避
難
の
た
め
乗
客
に
大
き
な
負

担
が
強
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
全
路
線

の
86
％
が
ト
ン
ネ
ル
に
な
る
リ
ニ
ア
新

幹
線
が
建
設
さ
れ
た
場
合
の
避
難
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
作
成
・
公
表
さ
せ
る
よ
う
に

求
め
ま
し
た
。 

列
車
発
煙
な
ど
、
多
発
す
る
公
共
交
通
機

関
の
ト
ラ
ブ
ル
・
事
故
の
問
題
を
と
り
あ

げ
、
国
交
省
の
対
応
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

本
村
氏
は
冒
頭
、
10
年
前
の
Ｊ
Ｒ
福
知

山
線
脱
線
事
故
の
背
景
に
、
安
全
へ
の
投

 
本

村

伸

子

衆

院

議

員
は
21
日
、

国

土

交

通

委
員
会
で
、

Ｊ

Ｒ

山

手

線

の

支

柱

倒
壊
、
青
函

ト

ン

ネ

ル

内

の

特

急 

 

 

す
。 ２

０
１
３
年
か
ら
は
多
国
籍
部
隊
Ｃ

Ｔ
Ｆ
１
５
１
に
加
わ
っ
て
ゾ
ー
ン
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
に
参
加
し
、
５
月
末
か
ら
は
自

衛
官
が
こ
の
部
隊
の
司
令
官
に
就
任
し

ま
す
。 

Ｃ
Ｔ
Ｆ
１
５
１
は
米
軍
主
導
の
部
隊

で
あ
り
、
米
国
は
軍
事
行
動
と
し
て
位
置

付
け
て
い
ま
す
が
、
中
谷
防
衛
相
は
「
司

令
官
の
任
務
は
連
絡
調
整
で
あ
り
問
題

な
い
」
と
言
い
訳
。 

さ
ら
に
、
海
賊
対
処
活
動
の
拠
点
だ
と

し
て
ジ
ブ
チ
に
基
地
を
作
り
ま
し
た
が
、

沈
静
化
に
伴
い
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
活
用
の
た
め
の
調
査
費
３
千
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
井
上
氏
は
、
中
谷

防
衛
相
が
派
遣
当
時
の
与
党
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
責
任
者
で
あ
り
、
質
問
で
「
軍
を

出
す
こ
と
は
大
事
。
抑
止
力
や
プ
レ
ゼ
ン

ス
と
い
う
言
葉
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
を
示
し
、
「
海
賊
対
策
で
の
自
衛
隊

派
遣
を
テ
コ
に
、
中
東
へ
の
駐
留
の
恒
常

化
、
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
、
他
国
軍
と
の

共
同
の
強
化
を
狙
う
も
の
だ
」
と
そ
の
中

止
を
求
め
ま
し
た
。 

 

井
上
哲
士
参
院
議
員
は
23
日
、
外
交

防
衛
委
員
会
で
、
海
賊
対
策
を
テ
コ
に

し
、
戦
争
立
法
と
一
体
と
な
っ
た
中
東

で
の
自
衛
隊
の
居
座
り
と
他
国
軍
と
の

共
同
の
強
化
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し

た
。 

 

海
賊
対
処
活
動
の
た
め
に
自
衛
隊
が

ア
デ
ン
湾
に
派
遣
さ
れ
て
以
来
、
ソ
マ

リ
ア
海
賊
事
案
は
２
０
１
１
年
の
２
３

７
件
を
ピ
ー
ク
に
し
て
昨
年
は
11
件
に

ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。「
沈
静
化
し
た
ら

撤
退
す
る
」
と
し
て
い
た
の
に
、
逆
に

自
衛
隊
の
活
動
は
強
化
さ
れ
て
い
ま

資
を
減
ら
し
、
利
益
を
優
先
す
る
企
業
体

質
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、

こ
の
間
相
次
い
だ
事
故
に
つ
い
て
、
「
企

業
体
質
に
ま
で
踏
み
込
む
徹
底
し
た
原

因
究
明
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
再
発
防
止
策

を
と
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 

太
田
昭
宏
国
交
相
は
「
重
大
な
事
態

だ
。
安
全
確
保
は
何
よ
り
も
優
先
さ
れ

る
」
と
述
べ
、
原
因
究
明
に
取
り
組
む
と

答
え
ま
し
た
。 

 

本
村
氏
は
、
今
月
12
日
に
起
き
た
山
手

線
支
柱
倒
壊
事
故
で
は
、
柱
の
傾
き
を
認

識
し
な
が
ら
補
修
を
先
延
ば
し
し
て
い

た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
を
批
判
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
が
報
告
す
る
ま
で
、
国
交
省
が
事
故


